
　　

　
１　自殺対策の基本理念

2　自殺対策の基本認識

　　自殺総合対策大綱に挙げられている「自殺の現状と自殺総合対策における基本認識」を踏まえ、
本計画においては、以下の基本認識を念頭に置いて自殺対策を推進します。

3　自殺対策の基本方針

　　令和４年１０月に閣議決定された自殺総合対策大綱を踏まえて、上田市では以下の６項目を自殺
対策の基本方針とします。

　（１）「生きることの包括的な支援」としての対策の推進
　　自殺は、その多くが追い込まれた末の死であり、その多くは防ぐことができる社会的な問題で
あるとの基本認識の下、自殺対策は「生きることの阻害要因（自殺のリスク要因）」を減らす取組
に加えて、「生きることの促進要因（自殺に対する保護要因）」を増やす取組を行い、双方の取組
を通して、社会全体の自殺リスクを低下させる方向で、生きることの包括的な支援として推進す
る必要があります。
　　「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標であるＳＤＧｓ
の理念と合致するものでもあることから、自殺対策は、ＳＤＧｓの達成に向けた施策としての意
義も持ち合わせるものです。
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第第第第第第第第第第第 33333333333 章章章章章章章章章章章 計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画のののののののののの基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本的的的的的的的的的的なななななななななな方方方方方方方方方方向向向向向向向向向向　計画の基本的な方向性性性性性性性性性性性

・自殺は、その多くが追い込まれた末の死である
・毎年20人以上が自殺で亡くなる状況は続いており、自殺対策は継続して取り組
む課題である
・新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた対策を推進する
・地域レベルの実践的な取組を、ＰＤＣＡサイクルを通じて推進する

「誰も自殺に追い込まれることのない上田市」を目指して



 （２）関連施策との有機的な連携による総合的な対策の展開
　　自殺を防ぐには精神保健的な視点だけでなく、社会・経済的な視点を含む包括的な取組が必要
です。また、このような包括的な取組を実施するためには、様々な分野の関係者や組織が、それ
ぞれ自殺対策の一翼を担っているという自覚のもと、緊密に連携する必要があります。

 （３）対応の段階に応じたレベルごとの対策の効果的な連動
　　自殺対策は、社会全体の自殺リスクを低下させる方向で、「対人支援のレベル」「地域連携のレ
ベル」「社会制度のレベル」それぞれにおいて強力に、かつそれらを総合的に推進することが重要
です。
　　また、時系列的には、「事前対応」「自殺発生の危機対応」「事後対応」の各段階ごとに、効果的
な施策を講じる必要があります。
　　加えて、「自殺の事前対応の更に前段階での取組」として、学校において、児童・生徒等を対象
とした「ＳＯＳの出し方に関する教育」を推進することも重要とされています。
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自殺のリスクが高まるとき

＜いのち支える自殺対策推進センター作成＞

●将来の夢

●家族や友人との信頼関係

●やりがいのある仕事や趣味

●経済的な安定

●ライフスキル（問題対処能力）

●信仰

●社会や地域に対する信頼感

●楽しかった過去の思い出

●自己肯定感　 など

●将来への不安や絶望

●失業や不安定雇用

●過重労働

●借金や貧困

●家族や周囲からの虐待、いじめ

●病気、介護疲れ

●社会や地域に対する不信感

●孤独

●役割喪失感　 など

居
生きることの
促進要因

生きることの
阻害要因



 （４）実践と啓発を両輪として推進
　　自殺は「誰にでも起こり得る危機」ですが、危機に陥った人の心情や背景は未だ十分に理解さ
れていないのが実情です。そのため、そうした心情や背景への理解を深めることも含めて、危機
に陥った場合には誰かに援助を求めることが適当であるということが、地域全体の共通認識とな
るように、積極的に普及活動を行うことが重要です。
　　また、全ての住民が、身近にいるかもしれない自殺を考えている人のサインに早く気づくとと
もに、気づいたら速やかに専門家につなぎ、見守っていかれるよう、メンタルヘルスへの理解促
進も含め、広報活動、教育活動等に取り組んでいくことが必要です。
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段階に応じた対応の内容
・事前対応…心身の健康の保持・増進についての取組、自殺や精神疾患等についての正しい知識

の普及・啓発等、自殺の危険性が低い段階での対応
・危機対応…現に起こりつつある自殺の危険に介入し、自殺を防ぐための対応
・事後対応…自殺で身近な人を亡くした遺族や職場の同僚等への支援や、自殺未遂をした人が再

び自殺行動に至らないようにするための支援の対応



 （５）関係者の役割の明確化と連携・協働の推進
　　「誰も自殺に追い込まれることのない社会」を実現するためには、上田市だけでなく、国、県、
関係団体、民間団体、企業、住民等が連携・協働し、自殺対策を総合的に推進することが必要で
す。そのため、それぞれが果たしうる役割を明確化、共有化し、相互に連携・協働しながら取組
を推進します。
【国】
　自殺対策を総合的に策定し、実施する。
【県】
　自殺対策を県全体の取組として推進する。
　広域的な啓発・体制整備・取組の展開、市町村・民間団体との連携・支援。
【市】
　地域の特性に応じた取組を策定し、実施する。
　住民の暮らしに密着した自殺対策を推進する。
【関係団体、民間団体、企業】
　それぞれの活動内容の特性に応じて積極的に自殺対策に参画する。
【住民】
　自殺は社会全体の問題であり、我が事であることを認識し、誰も自殺に追い込まれることの
ない社会の実現のため、主体的に自殺対策に取り組む。

 （６）自殺者等の名誉及び生活の平穏への配慮
　　国、県、市、民間団体などの自殺対策に関わる者は、自殺者及び自殺未遂者並びにそれらの者
の親族等の名誉及び生活の平穏に十分配慮し、不当に侵害することのないよう、このことを共通
認識とします。

4　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の視点を踏まえた計画の推進

　　ＳＤＧｓ（Sustainable　Development　Goals：持続可能な開発目標）は、平成２７（２０１５）
年の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０２３アジェンダ」にて掲げられた、令
和１２（２０３０）年までに達成を目指す国際目標です。ＳＤＧｓは「地球上の誰一人取り残さない持
続可能な世界」を実現するための１７の長期的な目標（ゴール）と１６９の具体的な行動目標（ターゲ
ット）で構成されています。
　　自殺総合対策大綱において、「自殺対策は、ＳＤＧｓの達成に向けた政策としての理念も持ち合
わせるものである」とされていることを受けて、本計画に掲げる施策の推進においても、ＳＤＧ
ｓのゴールとの関連を意識し、本計画の推進がＳＤＧｓにおけるゴールの達成に資するものとし
て位置付けます。
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　　本計画に掲げる施策と特に関連するＳＤＧｓのゴールは以下のとおりです。
１　貧困をなくそう　　　　　　　　　　　１０　人や国の不平等をなくそう
３　すべての人に健康と福祉を　　　　　　１１　住み続けられるまちづくりを
４　質の高い教育をみんなに　　　　　　　１６　平和と公正をすべての人に
５　ジェンダー平等を実現しよう　　　　　１７　パートナーシップで目標を達成しよう
８　働きがいも経済成長も

5　計画の目標値

　　目標値は、計画期間の令和１１年までに、令和４年の自殺死亡率１５.５２を２０％以上減少（自殺死亡
率を１２.４以下にする）とします。
　　なお、国は自殺総合対策大綱における当面の目標として、「令和８年までに、自殺死亡率を平成
２７年と比べて３０％以上減少させる（自殺死亡率を１３.０以下にする）」ことを掲げています。
　　また、長野県は「令和９年までに１２.２以下にする」ことを目標としています。
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備考（出典等）現状値目標値
（自殺死亡率）

厚生労働省「地域における自殺の基礎
資料」（自殺日・居住地）
Ｒ４年と比べて２０％以上の減少

１５.５２（Ｒ４年)１２.４以下（Ｒ１１年）上田市

厚生労働省「人口動態統計」
Ｈ２７年（１８.５）と比べて３０％以上の減少１６.４（Ｒ２年）１３.０以下（Ｒ８年）国

厚生労働省「人口動態統計」１６.３（Ｒ３年）１２.２以下（Ｒ９年）県


